女から 切り出された 別れ話 

たぬ まと の もの かみ 

天明 六 年の ことであった。 老中 筆頭 は 田 沼 主 殿 頭、 

はいたいき 

横暴 をき わめた ものであった。 時世 は 全く 廃頹 期に 属 

し、 下剋上の 悪風 潮が、 あらゆる 階級 を 毒して いた。 

賄賂 請託が 横行し、 物価が 非常に 高かった。 武士 も 町 

人 も 奢侈に 耽った。 初 鰹 一 尾に 一 両を 投じた。 上野 

山 下、 浅 草 境内、 両国 広小路、 芝の 久保 町、 こういう 

盛り場が 繁昌した。 吉原、 品 川、 千 住、 新 宿、 こうい 

う 悪所が 繫昌 した。 で 悪人が 跋扈した。 

その 悪人の 物語。 I— 



「おかしい な あ、 どうしたんだろう？」 若侍 は 気に 掛 

かった。 

と、 女が 切り出した。 別れて くれと いうので あった。 

これに は 若侍 も 面食らって しまった。 で、 しばらく 

黙って いた。 

不快な 沈黙が 拡が つ た。 

「ふふん、 そうか、 別れよう というの か」 こう 若侍 は 

う つ ろ.， J え 

洞 声で 云った。 

「余儀無 い 訳が) J ざいまして … … 」 

女の 声 も 洞であった。 

また 沈黙が 拡がった。 



れて 持って来た。 

「お 父 様 は？」 と 弓 之 助 は 訊いた。 

「はい、 ご 書見で ございます」 

「お 兄 様 は？」 と 彼 は 訊いた。 

「はい、 ご 書見で ございます」 

「みんな 勉強して いるの だな。 何ん のために 勉強す る 

のだろう？ 論語 を 読んで どうな るんだろう？ どこ 

かの 世界で 役立つ かしら？ どうも おれに は 疑問 だよ。 

そんな 事より 行儀で も 習って、 頭の 下げつ 振りで も覚 

ほうかん 

え るんだ ね。 そうでなかったら 封 E 間 でも 呼んで、 

つ いしょう じゅ つ 

追従 術 を 習 うんだ ね。 こいつの 方が すぐ 役立た あ。 



之 助 は 叔母の 部屋へ 行った。 

「叔母 様、 何 か 取り込みで？」 

「おやこれ は 弓 之 助さん かい。 何んだ か 妾に は 解ら 

ない が、 大変な ことが 起こった よう だよ」 

な<な 

弓 之 助に は 母がなかった。 五 年 ほど 前に 逝って し 

まった。 で、 弓 之 助 はこの 叔母 を、 母の ように、 懐し 

ん でいた。 

「お茶で も淹れ よう、 遊んで おいで。 叔父さん も 帰つ 

て 来よう からね」 

「ええ 有難う) J ざいます」 

お茶 を 飲んで 世間話 をした。 叔父 は 帰って来 なかつ 



んで」 

「ほほう そうか、 それ は 偉い」 

「偉 い 女で) J ざ いますよ」 

「いやいや 偉 いのはお 前の 方 だ」 

ひや 

「叔父さん 冷 かしち や あいけ ません」 

「冷 かす もの か、 本当の こと だ。 遊び も そこまで 行か 

なければ、 堂に入った とはい われない」 

「振られて 帰る 果報者。 叔父さん、 こいつ をい つてい 

るんで すね」 

「いやいや それと は 意味が 異ぅ。 男へ 引導 を 渡す よう 

な 女 だ、 いずれ 鉄火に 相違 あるまい。 そういう 女 をと 



た。 

駕籠 は 一 散に 宙を 飛んだ。 

間もなく 甲斐 守の 屋敷へ 着いた。 門 を 潜り、 玄関 を 

抜け、 叔父の 部屋へ 走り込んだ。 

かたぎぬ 

依然 肩 衣 を 着けた まま、 甲斐 守 は 坐って いた。 

「おお 弓 之 助か、 どうであった？」 

かき も の 

「まず これ を」 と 書物 を 出した。 

「うむ、 銅銭 会 縁起 録」 

「他に 伝 一一 一一 n でございます」 

「うむ、 そうか、 どんな こと だ？」 

「先 ほど、 私お 話し 致しました、 上野 山 下 一 葉 茶屋で、 



ら壬 という からに は、 丙から 数えて 壬の 日まで、 すな 

わち 七日 間と いう 意味 だ。 一所 集合？ 一所 集合？ 

これ は 読んで 字の ごとく 某所へ 集まれと いう こと だろ 

う？ 牙城 を 屠る？ 牙城 を 屠る？ 敵の 本陣 をつ く 

という 意味 だ。 急々 如 律令 は 添え 言葉、 たいして 意味 

はない らしい .：：• さて これで 字義 は 解った。 貴人 を 横 

取りした ために、 宰相 田 沼 殿が 周章て ている。 七日の 

間に 某所へ 集まり、 敵の 本陣 を 突く という 意味 だ」 

甲斐 守 は 沈吟した。 

「解った ようで 解らない。 だが ともかくも 今度の 事件 

しわざ 

が、 銅銭 会と いう 秘密結社の、 会員 どもの 所業で ある 



な 美人が、 突然 前へ 現われた。 見た ことのない 美人で 

あった。 大奥の 女で ない こと は、 その 女の 風俗で 知れ 

た。 町 娘 風の 振り袖 姿、 髪 は 島 田に 取り上げ ていた。 

女 は 先に 立って 歩いて 行った。 将軍家 は 後 を 追った。 

近習の 一 人が それ を 見付け、 すぐ 後 を 追つ かけた。 御 

天主 台と 大奥との 間、 そこまで 行く と 二人の 姿が —— - 

すなわち 将軍家と 女と が、 搔き 消す ように 消えて し 

まった、 爾来 消息がない のであった。 



弓 之 助 感慨に 耽る 



が つてい るね」 

「勢いそう なる では ございま せんか」 

「が、 ここに 不思議な ことに は、 今度の 事件で は 田 沼 

あ .T 

殿 は、 心の底から 周章て て いられる」 

「さて は 芝居が お 上手と 見える」 

「いや おれの 奉行 眼から 見ても、 殿の 周章て 方 は 本物 

だ。 そこが おれに は腑に 落ちない の だ。 …… さて、 よ 

い 物が 手に入った。 銅銭 会 縁起 録、 早速 これから 御殿 

へまい リ、 老中 方に お 眼に 掛けよう」 

叔父の 家 を 出た 弓 之 助 は、 寂然と 更けた 深夜の 江戸 

を 屋敷の 方へ 帰って 行った。 考えざる を 得なかった。 



うと 

「田 沼の 所業に 相違ない。 将軍家に 疎ん せられた。 そ 

こで 将軍家 をお びき 出し、 幽囚した か 殺した か、 どう 

かした に 相違ない。 悪い 奴 だ、 不忠 者め！ その上 俺 

の 情婦 を 取り、 うまい こと を しゃがった。 

お お やけ あ K 一 あだ 

公 の謦、 私の 敵、 どうかして とっちめて やりたい 

もの だ。 だが、 どうに も 証拠がない。 是非とも 証拠 を 

握らなければ ならない。 銅銭 会と は 何物だろう？ 支 

那 の 結社 だ という こと だが、 どういう 性質の 結社 だろ 

う？ だが そいつ は 縁起 録を 見たら、 容易に 知る こと 

が 出来る かもしれ ない。 明日もう 一度 叔父 貴 を 訪ね、 

縁起 録の 内容 を 知らせて 貰おう。 とまれ 田 沼め と 銅銭 



屋根が 水で も 浴びた ように、 銀鼠 色に 光って いた。 巨 

大な <が 孫樹が 立って いた。 その 根 もとに 茶店が あった。 

すなわちお 色の 住居であった。 犬が 門 を 守って いた。 

と 尾 を 振って 走って 来た。 よく 見慣れて いる 弓 之 助 だ 

からで、 懐し そうに じゃれつ いた。 「おおよ しょし」 と 

頭 を 撫でた。 「犬の 方が よっぽど 人間ら しい。 さて 何 

かやりた いが、 小判 を やっても し 方が ねえ。 その他に 

は 何ん にもない お気の毒 だが くれる こと は 出来ね え。 

…… お 色め、 今ごろい い 気持ちで、 グ ッスリ 眠って い 

るだろう。 そう 思う といい 気持ち はしね え。 間もなく 

田 沼の 皺くちゃ 爺に、 乳房 を 自由にされ るんだろう。 



こいつ は 一層い い 気持ちが しねえ。 だが ひょっと する 

とおれの 事 を 案じて 眼 覚めて いるか もしれ ねえ。 こい 

つ はちよ つと いい 気持ち だ。 まずなる たけなら いい 方 

へ 考えた 方が よさそう だ。 少なくも 気休めに はなる か 

らな」 

観音 堂の 裏手 へ 廻った。 花 川 戸 の 方へ 歩いて 行つ た _ 

どこも かしこ も 寝静まつ ていた。 家々 がまる で 廃墟の 

ように 見えた。 隅 田に 添って 両国の 方へ 歩いた。 一方 

は 大河 一 方 は 家並、 その 家並が 一 所 切れて こん もりと 

した 森が あった。 社で も祀 つて あるら しい。 

「どれ、 神様で も 拝む とする か」 森の 中へ はいって 行つ 



は 受け合いだ。 が 二人とも 飽きつ ぼいんで、 さんざつ 

ばら 可愛がった その あげくに は、 千 住 か、 品 川 か、 新 

宿で、 稼いで 貰わな けり や あなら ねえ かも 知れね え。 

だが マァ そいつ は 後の こと だ。 差し詰め ここで 決めて 

えの は、 素直に 俺ら の 女房になる か、 それとも 強情に 

首 を 振る か、 二つに 一 つ だ。 返辞 をし ねえ」 

駕籠の 中から は 返辞がなかった。 どう やら 顫え て で 

もい るら しい。 と、 ようやく 声が した。 

「まあ それじゃ ああな た 方 は、 悪い お 方で ござんした 

ゝ I 

力」 



グイと 引いた 手に 連れて、 若い 娘が ヨロ ヨロと 出た。 

頭上 を蔽 うた 森の 木の 梢 を もれて、 月が 射した。 板 高 

きん やつ こ 

く 結った 島 田鬍、 それに 懸けられた 金 奴、 頸 細く 肩 低 

く、 腰の 辺り は 煙って いた。 紅色 勝った 振り袖が、 ばつ 

たりと 地へ 垂れそう であった。 

「可愛い ねえ、 お前さん かえ、 源さん や。 花婿 や」 キ 

リ キリと 腕 を 首へ 巻いた。 「さあ 行こう よ、 お 宿へ ね」 

源 太 を グイと 引き付けた。 

い き 

「痛え 痛え 恐ろしい 力 だ。 まあ 待って くれ、 呼吸が 詰 

まる」 源 太 は 手足 を バタ バタ させた。 

「f 曰 心気 地がない ねえ、 どうし たんだよ。 やわい 〔# 「ど 



「うむそう か、 女 勘 助か」 

ギ —— と 潜り戸が あけられた。 女の 姿 は 吸い込まれ 

た。 八重桜の 花が ボタ ボタと 散った。 

弓 之 助 は 思わず 首 を 傾げた。 「何ん とかいつ たつけ 

な、 女 勘 助 9 では 有名な 賊 ではない か」 

その 時 往来の 反対の 方から、 一 つの 人影が 近付いて 

来た。 月光が 肩に こぼれて いた。 浪士 風の 大男で あつ 

おおた ぶ さ 

た。 大髻に 黒紋付き、 袴 無しの 着流しであった。 し 

ずしず こっちへ 近寄って 来た。 例の 家の 前まで 来た。 

と、 潜り戸へ 体 を 寄せた。 それから 指で トン トンと 叩 

いた。 



ていた。 一本 歯の 足駄 を 穿いて いた。 弓 之 助の 前 を 通 

り 過ぎ、 例の 屋敷の 門前まで 行った。 ちょっと 二人 は 

囁き 合った。 ッと 旅僧が 潜り戸へ 寄った。 指で トン ト 

ンと戸 を 打った。 すぐに 中から 声が した。 

「かかる 深夜に 何人で) J ざるな？」 

「鼠 小僧 外伝 だよ」 

つづいて 六部が 忍ぶ ようにい つた。 

ひばしら やしゃ まる 

「俺 は 火柱 夜叉 丸 だ」 

例によって 潜り戸が、 ギ —— と 開いた。 二人の 姿 は 

かんぬ き 

吸い込まれた。 ゴ トンと 鈍い音が した。 どうやら 閂 

を 下ろした らしい。 サ ラサ ラサ ラサ ラと 虱が 渡った。 



き や つ 

はは あそれ では この 屋敷 は、 彼奴ら 盗賊の 集会所 だな。 

い やよ い ， J と を 喚ぎ 付けた。 叔父へ 早速 知らせて やろ 

う。 一 網 打尽、 根 断 やしに してやれ」 

ス ルス ルと彼 は 家 蔭 を 出た。 

「いやいや 待て 待て、 考え物 だ。 これから 叔父 貴の 屋 

敷へ 行き、 事情 を 語って いるう ちに は、 夜が 明けて 朝 

になる。 せっかくの 獲物が 逃げよう もしれ ぬ。 逃がし 

てし まって はもった いない。 ちょっと こいつ は 困った 

な あ」 彼 ははた と 当惑した。 

「気に かかる の は 女 勘 助 だ。 島 田 髭に 大振り 袖、 美人 

の 装い をして いたが、 大奥の 後苑へ 現われて、 上様 を 



ベ つむね 

き あたりに 別 軒 〔# ルビの 「べつむね」 は 底本で は 「ベね 

むね 匕 があった。 離れ座敷に 相違ない。 廻廊 伝いに 

そっちへ 行った。 雨戸が ピッ タリ 締まって いた。 その 

ほの あか 

雨戸 を そっと 開けた。 仄 明るい 十 畳の 部屋が あった。 

隣り 部屋から 漏れる 燈が 部屋 を 明るく して いるので 

あった。 弓 之 助 は その 部屋へ はいった。 隣り 部屋の 様 

子 を 窺った。 やはり 誰も いないら しい。 思い切って 襖 

を 開けた。 はたして 人 はいなかった。 机が 一 脚 置いて 

あった。 そうして その上に 紙が あった。 紙に は 文字が 

記されて あった。 



ように 鎖が 飛び出して 来た。 それが 弓 之 助の 胴 をまい 

た。 ともう 一本の 柱から、 またもや 鎖が 飛び出して 来 

た。 それが 弓 之 助の 足 をまい た。 四 筋の 鎖に まき 縮め 

られ、 弓 之 助 はバッ タリ 畳へ 仆れ た。 身動きする こと 

さえ 出来なかった。 

しわぶ き 

だが 屋敷 内 は 静かであった。 咳 一 つ 聞こえな かつ 

あんどん ひ 

た。 行 燈の燈 は 光の 輪 を、 天井へ ボン ャリ 投げて いた。 

どうやら 風が 出たら しい、 裏庭で 木の 揺れる 音が した。 

::: いつまで 経っても 静かであった。 人の 出て 来る 気 

勢 もなかった。 

「どうも こいつ は 驚いた な あ」 心が 静まる に 従って、 



弓 之 助の 心 は 自嘲 的に なった。 「人間 を 相手に 切り合 

うなら、 こんな 不覚 は 取らない の だが、 鎖 を 相手 じ や 

あ 仕方がない。 …… これ は 何ん という 戦法だろう？ 

とにかくう まいこと を 考えつい たもの だ。 敵ながら も 

ひど 

感心 感心。 …… といって 感心して いると、 どんな 酷い 

目に 合う かもしれ ない。 さて これから どうした もの だ- 

どうかして 鎖 を 解きたい もの だ」 

彼 は 体 を蜒ら せた。 鎖が 肉へ 食い込んだ。 

恋文 を 書く 銀杏 茶屋のお 色 



「これ をね」 とお 色 は 恋文 を 出した。 「いつもの 方の 

所へ ね。 …… これが 駕籠 賃、 これが 使い賃、 これが 向 

こうのお 屋敷の、 若党さん への 心付け」 

「これ はこれ はいつ もながら。 …… お 気の 付く ことで 

ございます。 …… そこで 益ぶ ご 繁昌」 

t だ 

「冗 をい わず と 早くお いでな」 

喜 介 は 門 を 飛び出した。 お 色 は 両国 を 渡って 行った。 

ひね もす かな 

「春の 海 終日の たりの たり 哉」 …… 「海」 を 「河」 に 置 

き 代えよう。 「春の 河 終日の たりの たリ 哉」 まさに 隅 

田が そうであった。 おりから 水 は 上げ潮で 河 幅 一杯に 

満々 と、 妊婦の 腹の ように 膨れて いた。 荷足、 帆船、 



「そうして 今日は 三味線 を ひく わ」 

「一 の 糸で も 切る がいいよ。 身受けされ るって いう 

じゃあな いか」 

「 そ の 身受けが 助かった のよ」 

いつもの 部屋へ 通って 行った。 ちん まりと 坐って 考 

え 込んだ。 

「 私 あ の 人 を 嘗め 殺し て やる わ」 

恐ろしい こと を 考え出した。 

「逢い 戻り！ い いわねえ」 II いいこと ばかりが 考 

えられた。 「初めて あの人と 逢うよう だ わ」 自分で 自 

分の 胸 を 抱いた。 ちょうど あの人に 抱かれた ように。 



眼が 霞んで 来た。 瞳へ 紗 でも 張られた ようであった。 

家々 の 形が ひん 曲がって 見えた。 見える 物が みんな 遠 

く 見えた。 そうして みんな 〔# 「そうして みんな」 は 底本 

では 「そうして みんな 匕 濡れて 見えた。 

涙 を 透して 見る 時 は、 すべて そんなよ うに 見える も 

のであった。 

体の 筋で も 抜かれた ように、 グン ニヤ リ とした 歩き 

ま 

方で、 お 色 は 橋 を 向こうへ 越した。 すぐ 人波に 渦き 込 

まれた。 

よ ひとところ 

お 色の 倚って いた 欄干から、 二 間 ほど 離れた 一所に、 

こじき たか 

五、 六 人の 乞食が 集って いた。 往来の 人の 袖に 鎚リ、 



あった。 門に 看板が 上がって いた。 地泰 天の 卦面を 上 

部に 描き、 周易 活断、 績善 堂、 加 藤 左 伝 次と 記されて 

あった。 

当時 易学で 名高かった の は、 新 井 白 峨と平 沢 左 内、 

加 藤 左 伝 次 は 左 内の 高弟、 師に 譲らず と 称されて いた。 

左 内の 専門 は 人相で あつたが、 左 伝 次の 専門 は 易断で 

あった。 百発百中と 称されて いた。 

お 色 は 思わず 足 を 止めた。 

「あのお 方のお 心持ち、 ちょっと 占って 貰おう かし 

ら？， - 

で 門 内へ はいって いった。 すぐ 溜り 場へ 通された。 



気味であった。 「年 は 幾 歳 だ、 男の 年 は？」 

「は、 はい、 年 は 二十 三で」 

「妻 は あるかな、 その 男に は？」 

「いえ、 奥様 は ございません」 

r ナニ、 奥様？ うむそう か。 相当 家柄の 侍 だな？」 

「旗本 衆の ご 次男 様で」 つい 釣り込まれて いってし 

まった。 

「で、 何 を 見る のかな？」 

「はい、 そのお 方のお 心持ちが …… 」 赭く なって いい 

淀んだ。 

「変わった か 変わらな いか 見る のであろう？」 



「は、 はい、 さようで ございます」 

「よし」 というと 筮竹を 握った。 「よい か、 見る 人と 見 

られる 人との 精神が 合盟 一 致した 時、 易と いう もの は 

的中す る。 で、 お前さん も 一生懸命に おなり」 

お 色 は 形 を 改めた。 

ほとばし 

「ャ —— ッ」 と 鋭い 掛け声が、 左 伝 次の 口から 迸 リ 

出た。 「，^ i ッ、 ，^ -1 ヅ、 ,^ -— ヅ、 ,^ -— ッ」 ドン 底へ し 

みるよう な 声であった。 左 伝 次の 額から は 汗が 流れた。 

ザ ラザラ ザラザ ラと筮 竹が 鳴った。 

お 色 は 心が 恍惚と なった。 これまで も 易 は 見て 貰つ 

す さま 

たが、 こんな 凄じい 立て かたは、 一度 も 経験した こと 



Irt ヽ ち。 

1 一 11 口 レ / 

「白旗 弓 之 助 様と 申します」 

「うむ、 お 旗本で 白旗 か …… 。 小 左衛門 殿の ご 縁辺 か 

な？」 

「そのお 方の ご 次男 様で」 

「では 確か 北お 町奉行、 曲 淵 様と は ご 親戚の はず だが」 

「はい 叔父 甥の 仲 だそう で」 

左 伝 次 はじつ と 考え込んだ。 「昨日から 行方が 不明 

なの だな？」 

「はい さようで ございます」 

ここで 左 伝 次 はまた 考えた。 



「さて そこで 白旗 様、 どうして 昨夜 はこの 屋敷へ、 忍 

び 込まれた ので ございます かな？」 

すると ク ルリと 弓 之 助 は、 女 勘 助の 方へ 体 を 向けた _ 

「おい 勘 助、 偉い こと を やった な。 森の 中で よ、 社の 

森で」 

「えつ」 と 勘 助 は 胸 を 反らせた。 「へえ、 お前さん ご存 

知で？」 

わざ P サ 

「あんまり 見事な 業だった ので、 後から こっそり 尾行 

て 来た 奴 さ」 

「あつ、 さようで ございまし たか」 女 勘 助 は 手 を拍っ 

た。 「そこで この 屋敷へ 忍び込んだ ので？」 



浪し 同志 を 語らい 復 謦に努 む。 すなわち 清朝 を仆 さん 

とするな り。 この 結社 を 三 合 会 また 一名 銅銭 会と 称 

す」 

これが きわめて 簡単な、 銅銭 会の 縁起であって、 今 

ほ ん 

日に 至る までの 紆余曲折が 詳しく 書物に は 記されて 

あった。 

「公所 (大 結社)」 のこと や 「会員」 のこと や 「入会式」 

のこと や 「誓詞」 のこと や 「諸 律法」 のこと や 「十 禁」 

の 事 や 「十 刑」 の 事 や 「会員証」 のこと や 「造 字」 の 

こと や 「隠語」 のこと や 「符牒」 のこと や 「事業」 の 

事 や 「海外に おける 活動」 のこと についても、 かなり 



甲斐 守 は 沈吟した。 

その 時 近習が はいつ て 来た。 

「京師 殿と 仰せられる ご 老人が、 お 目に かかりた いと 

申しまして …… 」 

「何、 京師 殿、 それ は それ は。 叮 # にこ こへ お通し 申 

せ」 

近習と 引き 違いに はいって 来たの は、 両国 橋に いた 

老人であった。 

「おお これ は 京師 殿」 

「甲斐 守 殿、 いつも ご 健勝で」 

一 一人 は 叮嚀に 会釈した。 



「さて」 と 京師 殿 は 話し 出した。 「銅銭 会の 会員 ども、 

今夜 騒動 を 始めます ぞ」 

「何？」 と 甲斐 守 は 膝 を 進めた。 「銅銭 会の 会員が な？ 

して どこで？ どんな 騒動 を？」 

「今夜 五更 花 川 戸に 集まり、 ある 家 を 襲う という こと 

で ござる。 同勢お おかた 三百 人」 

両国 橋での 出来事 を、 かいつまんで 京師 殿 は 物語つ 

た。 

「銅銭 会員に) j 用 ござらば、 即刻 大 至急に ご 手配な さ 

れ、 一 網打尽 にな さるが よかろう」 

「よい 事 をお 聞かせく だされた。 至急 手配 を 致し ま 



しょう」 

「何 か 柳 営に 大事 件が、 勃発した ようで ございますな」 

「さよう、 非常な 大事 件で ござる。 実は 一昨夜 上様が 

…：- J 

「いやいや」 と 京師 殿 は 手 を 振った。 

「愚老 は 浮世 を 捨てた 身分、 直接 柳 営に 関する こと は、 

どうぞお 聞かせく ださらぬ よう」 

「いかさま これ は ごも つ ともで ござる」 

そこで 甲斐 守 は 沈黙した。 

間もなく 京師 殿 は 飄然と 去つ た。 

さて その 夜の ことであった。 



花 川 戸 一 帯 を 修羅場と し、 奇怪な 捕り物が 行われた。 

歴史の 表に は 記されて ない が、 柳 営 秘録に は 相当 詳 

しく 記されて あるに 相違ない、 この 捕り物が あつたが 

しゃし げこくじょう 

ため 幕府の 政治が 一 変し、 奢侈 下剋上 〔# ルビの 「げこ 

くじょう」 は 底本で は 「げこく じ やう 匕 の 風習が、 勤俟質 

素 尚武と なり、 幕府 瓦 壊の 運命 を、 その後 も 長く 持ち 

こたえた のであった。 

この 捕り物での 特徴 は、 捕られる 方で も、 捕る 方で 

も、 一言 も 言葉 を 掛け合わなかった ことで、 八 百 人 あ 

まりの 大人 数が、 長い間 格闘 をしながら も、 花 川 戸一 

帯の 人達 は、 ほとんど 知らずに おわって しまった。 し 



慶安 以来の 大 捕り物 

うしろ いくた 

「背 に 幾多の 宝玉 あり や？」 

「 一 百 八」 

「途上 虎 あり、 いかにして 来たれる？」 

「我す でに 地 神に 請えり、 全国 通過 を 許されたり」 

「汝橋 を 過ぎた る や 否や？」 

「我 過ぎた リ^」 

「いずれの 橋 ぞ？」 



だが どうして 銅銭 会員 は 悲鳴 呶号 しなかった ので あ 

ろう？ それ は 彼らの 「十 禁」 のうちに、 こういう こ 

とが あるから であ つ た。 

そむ 

「究極に おいて 悲鳴すべからず。 これに 叛 くもの は 九 

指 を 折らる」 

九 指と は 九族の §1 であった。 

春の 闇夜 を 数 時間に 渡って、 無言の 格闘が 行われた。 

その 結果 は 意外であった。 銅銭 会員 は 全部 死んだ。 

すなわち ある 者 は 舌を嚙 み、 また ある 者 は 水に 投じ、 

さらに ある 者 は 斬り死に をした。 



おった。 『上様のお 命 をお 助けした く、 お連れ 致し ま 

して ございます』 とな。 そこで おれ は 怒鳴って やった。 

『誰か この おれ を 殺そうと する のか？』 

『はい 上様の 寵臣が、 ある 結社 を 味方と し、 上様 を 狙つ 

ており ますので』 

『それでお 前が 助けた というの か？』 

『毒 を 制する に 毒 を もってし、 ある 六 人の 悪漢 を 手な 

ずけ、 お連れ 申しまして ございます』 —— で、 おれ は 

黙って しまった。 そうして 奥座敷へ 通って 行った。 そ 

, J に 彦太郎 が いる じゃあな いか。 三 河 風土記 を 読んで 

くれた、 近習の 中 山彦 太郎 がな。 おれ はすつ かり 喜ん 



でが、 わし を怨ん でい るそう だな。 うん、 越 中め がそ 

ういって たよ。 わし は 最初 は 疑が つたが、 しかしし ま 

いに は 信じて しまった。 そこで おれ は 決心した よ。 こ 

れ までおれ を 盲目 あっかい にした、 悪い 家来め を 遠 ざ 

けて、 越 中 を 代わりに 据えよう とな。 …… で、 とも か 

くも そんな 塩梅で、 今朝まで おれ は 越 中の 屋敷で、 暮 

らして いたと いう もの さ。 その 今朝 越 中が こんな こと 

をい つた。 『結社 は 退 治られて しまいました。 もはや 

安全で ございます。 お 城へ お帰り 遊ばし ませ』 そこで 

またもや 駕籠へ 乗リ、 以前の 道 を 帰って来た のさ …… _ 

まつりごと 

さあ 改革 だ！ 建て直し だ。 いい 政事 をし なけり や 



ちょ つと 弓 之 助 は 感慨に 耽った。 

「ご 治世 は 変わった じゃあありません か。 越 中 守 様が 

お乗り出し になり」 

「有難い ことに は 変わったね。 これから 暮らしよ くな 

るだろう。 ところで どうだい お前の 心 は」 

「何が さ？」 

けげ， P 

とお 色 は 怪訝そう に 訊いた。 

「変わった かよ？ 変わらない かよ？」 

「そうね え」 

とお 色 は 物憂そう にいった。 「あなた、 ぉ役附 きに 

な つたんで しょう？」 
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